
 

研究科・学部 教授会議事録 

〔令和６年１月１８日（木）14:05～15:50〕 

 
◇令和５年１２月２１日（木）開催の研究科・学部教授会議事録（案）の確認の結果、承認された。 

 

【議 事】 

Ⅰ．報告事項 

１．委員会報告について 

研究科長、各議長並びに各委員長から、報告資料１に基づき、報告があった。 

＜研究科内委員会・会議＞ 

1-1．将来計画委員会（R5.12.14） 

1-3．研究推進会議                           

1-4．学務会議（R5.12.27､R6.1.11） 

1-5．予算・施設会議 

1-6．情報・広報会議 

  情報・広報会議議長から、マルホ大学院生等派遣事業の報告会を３月８日（金）午後に   

実施する旨案内があった。また、別途該当学生、分野主任等へ連絡する旨発言があった。 

1-7．臨床研究倫理審査委員会（R5.11.20） 

臨床研究倫理審査委員会委員長から、現在実施中の臨床研究について、年度末延長等の手

続きが必要な場合は遅滞なく手続きするよう注意喚起があった。 

1-8. 薬学評価会議 

  薬学評価会議長から、資料の収集について、継続して依頼があった。 

1-9. 国際交流委員会（R5.12.14、R6.1.9） 

  

＜大学内委員会等＞ 

1-11．教育研究評議会（R6.1.16）                 

1-12．部局長会議（R6.1.16）                   

1-15．医歯薬生命系戦略会議 

   生命医科学の社会実装プログラム運営委員会 

 

２．令和６年度大使館推薦による国費外国人留学生の受験について 

  学務会議議長から、報告資料２に基づき報告があった。 

 

３．物理化学系分野（仮称）教授の選考について 

  研究科長から、物理化学系分野の教授について、１２月にヒアリングを実施し、１月の臨時

研究科専任教授会にて決定をした旨報告があった。 

 

 ４．准講会及び助教会と執行部との懇談会の実施について 

   研究科長から、准講会及び助教会と執行部との懇談会を３月６日（水）に実施する旨案内が

あった。 

 



 

 ５．兼任教員について 

研究科長から、報告資料３に基づき、報告があった。 

 

 ６．月別電力使用量について  

   研究科長から、報告資料４に基づき、報告があった。 

 

Ⅱ 協議事項 

 １．令和６年度学部学生による自主研究奨励事業について 

学務会議議長から、協議資料１に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

２．令和５年度学術確認試験追再試験について 

  学務会議議長から、協議資料２に基づき説明があり、協議の結果、承認された。また今後の

対応について協議した。 

 

３．薬学教育評価の対応について 

  薬学評価会議副議長から、協議資料３に基づき、改善すべき点（６）及び（７）について、 

評価基準にかかる客観的採点基準の設定、長期課題研究とほかの科目を含めた総合的評価実施

方針について、現時点の案が示された後、議論がなされ、化学系、生物系、物理系及び医療系

毎の基準設定、研究領域を超えた共通基準設定などの方向性について意見が出された。 

  また、６年制薬学教育のデイプロマ・ポリシーの目標達成に向けて、総合的な学修アセスメ

ントの設定についても議論された。 

  これらの議論を踏まえ、今後、薬学評価会議と学務会議連携のもと、部局全体で所要の対応

を進めることとなった。 

 

４．休学等により長期課題研究中間発表会を行わなかった学生の扱いについて 

  学務会議議長から、休学等により長期課題研究中間発表会を行わなかった学生の中間発表会

の実施時期について説明があり、協議の結果、承認された。 

 

５．ＣＢＴについて  

  学務会議議長から、ＣＢＴをやむを得ない理由で受験できなかった者の対応について、説明

があり、実施のタイミングを変えることについて協議の結果、承認された。なお、個々のケー

スについては学務会議で議論し、教授会へ諮ることとなった。 

 

６．令和６年度学校推薦型選抜について 

学務会議議長から、協議資料４に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

 ７．分野分属に関する補足説明について 

   学務会議議長から、協議資料５に基づき説明があり、協議の結果、一部修正のうえ、学生へ

通知することとした。 

 

 



 

 ８．教員人事について 

（１）再生適応学分野（再生）の特任助教（常勤）の採用について 

  選考委員長から、協議資料６に基づき、選考経過について説明があった。続いて研究科長  

から投票を行う旨説明があり、投票の結果、承認された。 

 

（２）教員人事（外部資金等新規雇用分）について 

  薬品製造化学分野教授から、協議資料６－１及び６－２に基づき説明があり、協議の結果、

承認された。 

 

（３）分子生物学分野（生化）の准教授の公募について（女性限定公募） 

  将来計画委員会委員長から、協議資料４に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

９．クロス・アポイントメント協定の締結について 

研究科長から、協議資料９に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

１０．令和６年度招へい教員等の受入れについて 

研究科長から、協議資料１０－１及び１０－２に基づき説明があり、協議の結果、承認され

た。  

 

１１．いちょう祭の実施計画案について 

  情報・広報会議議長から、協議資料１１に基づき令和６年度の担当分野について説明があり、

協議の結果、承認された。なお、令和６年度の薬学部における実施日は５月３日。 

 

１２．薬友会賞奨励賞申請者及び選考委員について 

  薬友会渉外担当から、協議資料１２に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

１３．薬学研究科動物実験室利用料金規程の改正について 

  動物実験委員会委員長から、協議資料１３に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

１４．薬学研究科元素分析室利用料金規程の改正について 

  元素分析室室長から、協議資料１４に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

 

次回研究科・学部教授会(臨時) 令和６年２月１３日(火) ９：２０～ 

研究科・学部教授会    令和６年２月１５日(木) 研究教育安全管理委員会終了後 

   

  


